
受益者のみなさまへ

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、「キャピタル世界株式ファンドNF」は2022年12月６日に第５
期の決算を行ないました。ここに、期中の運用状況をご報告申し
上げます。今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し
上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／内外／株式

信託期間 原則として無期限

運
用
方
針

キャピタル世界株式マザーファンド（以下「マザーファンド」という

ことがあります。）受益証券への投資を通じて、内外の投資信託

証券（以下「投資対象ファンド」ということがあります。）に投資を

行ない、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないます。

主
要
投
資
対
象

キャピタル 

世界株式 

ファンドNF

マザーファンド受益証券

マザー 

ファンド

以下の投資信託証券に投資を行ない、実質的に

世界各国の株式等に投資をします。

●�ルクセンブルク籍円建外国投資信託証券「キャ

ピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファン

ド（LUX）（クラスC）」

●�追加型証券投資信託「日本短期債券ファンド

（適格機関投資家限定）」

主
な
投
資
制
限

キャピタル 

世界株式 

ファンドNF

マザーファンド受益証券への投資割合には、制限

を設けません。投資信託証券への実質投資割合

（マザーファンド受益証券への投資を介した投資の

割合をいいます。）には、制限を設けません。株式

への直接投資は、行ないません。外貨建資産への

直接投資は、行ないません。デリバティブの直接

利用は、行ないません。

マザー 

ファンド

投資信託証券への投資割合には制限を設けませ

ん。株式への直接投資は行ないません。

外貨建資産への投資割合には制限を設けませ

ん。デリバティブ取引は原則行ないません。外貨

建有価証券への投資については、わが国の国際

収支上の理由等により特に必要と認められる場合

には、制約されることがあります。

分
配
方
針

毎年12月６日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行ない、分配

対象額の範囲で、委託会社が基準価額水準等を勘案して分配金

を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合等は、分配を行

なわないことがあります。留保益の運用については、特に制限を

設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行

ないます。

キャピタル・インターナショナル株式会社
東京都千代田区丸の内二丁目１番１号　明治安田生命ビル

当運用報告書に関するお問い合わせ先

フリーコール 0120-411-447
営業部（営業日9:00～17:00）

お客様の口座内容などに関するお問い合わせは、お申
込みされた販売会社までお願い申し上げます。

ホームページ capitalgroup.co.jp

キャピタル世界株式ファンドNF
追加型投信／内外／株式　　課税取扱／株式投資信託

運用報告書（全体版）
第５期
決算日2022年12月６日
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－ 1 － 

●設定以来の運用実績 

決算期 

基準価額 投資信託 
受益証券 
組入比率 

純資産 
総額 (分配落) 

税込 
分配金 

期中 
騰落率 

（設定日） 円 円 ％ ％ 百万円 
2018年 ４ 月13日 10,000 － － － 0.1 

 １ 期（2018年12月 ６ 日） 9,871 0 △ 1.3 99.0 2,192 

 ２ 期（2019年12月 ６ 日） 11,154 0 13.0 99.8 4,382 

 ３ 期（2020年12月 ７ 日） 14,255 0 27.8 99.7 13,017 

 ４ 期（2021年12月 ６ 日） 18,004 0 26.3 99.3 31,200 

 ５ 期（2022年12月 ６ 日） 17,506 0 △ 2.8 99.8 47,650 

(注１) 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

(注２) 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しています。 

(注３) 基準価額の騰落率は分配金込み。騰落率は期首比です。 

(注４) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

(注５) 当ファンドは親投資信託を組入れますので、｢投資信託受益証券組入比率｣は親投資信託への投資割合に応じて算出した実質比率を記載しています。 

(注６) 金額の単位未満は切捨てています。 

(注７) 当ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 

 

●当期中の基準価額等の推移 

年月日 
基準価額 投資信託 

受益証券 
組入比率  騰落率 

(期首) 円 ％ ％ 

2021年12月 ６ 日 18,004 － 99.3 

12月末 19,193 6.6 99.0 

2022年 １ 月末 17,129 △4.9 99.8 

 ２ 月末 16,833 △6.5 99.7 

 ３ 月末 18,526 2.9 99.8 

 ４ 月末 17,240 △4.2 99.5 

 ５ 月末 16,950 △5.9 99.2 

 ６ 月末 16,717 △7.1 99.8 

 ７ 月末 17,345 △3.7 99.8 

 ８ 月末 17,389 △3.4 99.8 

 ９ 月末 16,553 △8.1 99.4 

10月末 17,612 △2.2 99.6 

11月末 17,431 △3.2 99.6 

(期末)    

2022年12月 ６ 日 17,506 △2.8 99.8 

(注１) 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

(注３) 当ファンドは親投資信託を組入れますので、｢投資信託受益証券組入比率｣は親投資信託への投資割合に応じて算出した実質比率を記載しています。 

(注４) 当ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。  
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●ファンドの運用経過等 (2021年12月７日～2022年12月６日) 

◎当期中の基準価額の変動に関する主な要因について 

・ 基準価額は、期初の18,004円から期末には17,506円と498円(2.8％)下落しました。 

 
 
※当ファンドは、ベンチマークを設定しておりません。 

 

期初 期中高値 期中安値 期末 

2021年12月６日 2022年１月５日 2022年３月９日 2022年12月６日 

18,004円 19,390円 15,571円 17,506円 

 

・ 基準価額の主な変動要因は、当ファンドのマザーファンドであるキャピタル世界株式マザーファンド

の基準価額の変動によるものですが、実質的には、同マザーファンドを通じて投資するキャピタル・

グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)の主な投資対象である世界各国の株式等

の価格変動等の影響となります。なお、当期中における世界各国の株式等の価格は、次の投資環

境の影響等を受けて変動しました。 
 

当期中の投資環境 

■世界株式 

当期の世界株式市場は、現地通貨ベースが下落した一方、円ベースは上昇しました。 

 

  

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000
(円) 基準価額の推移

基準価額

21/12月末 22/3月末 (期初) 22/6月末 22/9月末 (期末) 
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主な市場変動要因 

(プラス要因) 

・ 主要企業の堅調な業績 

・ 米長期金利上昇の一時的な落ち着き 

・ 資源価格の上昇一服 

 

(マイナス要因) 

・ ウクライナ紛争をめぐる不透明感 

・ インフレ懸念を反映した主要国の長期金利上昇 

・ 主要国の積極的な金融引き締めを受けた世界的な景気減速懸念 

 

■為替 

当期の為替市場では、対円で米ドル、ユーロともに上昇(円安)しました。 

 

主な市場変動要因 

(円高要因) 

・ 急速な金融引き締めによる米国景気後退への懸念 

・ ゼロコロナ政策に伴う中国経済減速への警戒感 

 

(円安要因) 

・ 米長期金利の上昇 

・ 日銀による金融緩和の継続観測 

 

 

◎当期中の基準価額とベンチマークの推移とを比較したときの、差異の状況および要因について 

当ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであ

り、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。従って、

ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 

 

 

◎運用経過 

＜キャピタル世界株式ファンドＮＦ＞ 

・ キャピタル世界株式マザーファンドを通じてキャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド

(LUX)(クラスC)を高位に組み入れ、実質的に世界各国の株式等へ投資を行ない、信託財産の中長

期的な成長を目指して運用を行ないました。 

・ 当期末における当ファンドの純資産総額に対するマザーファンドの割合は99.9％となりました。   
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以下は、当ファンドが主要投資対象とするマザーファンドの説明です。 

＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 

・ キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)を高位に組み入れ、実質的に

世界各国の株式等へ投資を行ない、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。 

・ 運用の基本方針に従い、期中を通じてキャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド

(LUX)(クラスC)を高位に組み入れました。 

・ 当期末におけるマザーファンドの純資産総額に対するキャピタル・グループ・ニューパースペクティ

ブ・ファンド(LUX)(クラスC)の割合は99.9％、日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)の割合は

0.0％となりました。 

 

以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説明です。 

＜キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)＞ 

・ 世界各国の株式等に投資を行ない、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。運

用にあたっては、徹底したファンダメンタルズ(経済や企業の基礎的条件)調査に基づき、強固な財務

基盤やキャッシュフロー創出力を有すると見られる企業、革新的な技術を有し高い収益成長が期待

される企業、新興国における優位な事業基盤を有する企業などに投資を行ないました。 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)の資産状況につきましては、巻

末の参考情報をご覧ください。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

・ 日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品を組み入れ、信託財産の安定的

な成長を目指して運用を行ないました。 

 

 
◎今後の運用方針 

＜キャピタル世界株式ファンドＮＦ＞ 

キャピタル世界株式マザーファンドの組入比率を高位に維持することにより、同マザーファンドを通じ

て実質的に世界各国の株式等へ投資することを継続する方針です。 

 

以下は、当ファンドが主要投資対象とするマザーファンドの説明です。 

＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)の組入比率を高位に維持する

ことにより、同ファンドを通じて実質的に世界各国の株式等へ投資することを継続するとともに、余裕資

金の効率的な運用のため、日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)についても組み入れを維持す

る方針です。 
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以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説明です。 

＜キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)＞ 

今後も、徹底した個別企業調査が長期にわたる優れた運用実績につながるとの考えで運用をしてい

く方針です。市場参加者の誰よりも投資対象となる企業を理解することで、過小評価されている銘柄を

ポートフォリオに組み込むことができ、結果として市場を上回る投資成果をあげることができるとの考え

のもと、引き続き運用実績の向上を目指します。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

日本短期債券マザーファンドの組入比率を高位に維持することにより、同マザーファンドを通じてわ

が国の公社債・金融商品に投資し、信託財産の安定的な成長を目指して安定運用を行ないます。また、

NOMURA－BPI短期インデックスをベンチマークとし、これを上回る投資成果を目指します。 

 

 

◎収益分配金について 

収益分配金につきましては、分配対象額の水準等から次表のとおりとさせていただきました。 

 

分配原資の内訳 

(単位： 円・％、１万口当たり・税引前) 

項目 
第５期 

2021年12月７日～ 
2022年12月６日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) (－％) 

 
当期の収益 － 

当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 7,506 

(注１) 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

(注２) 対基準価額比率は当期分配金(税引前)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、当ファンドの収益率とは異なります。   
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●１万口当たり費用明細 

項目 

第５期 

項目の概要 (2021年12月７日～2022年12月６日) 

金額 比率 

(a) 信託報酬 144円 0.825％ (a) 信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

期中の平均基準価額は17,409円です。 

(投信会社) (134) (0.770) 委託した資金の運用の対価 

(販売会社) (6) (0.033) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の

情報提供等の対価 

(受託会社) (4) (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) その他費用 1 0.004 (b) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権口数〕 

(法定開示にかかる費用) (1) (0.004) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、法定書類の作成・印刷等費用 

合計 145 0.829  

(注１) 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。なお、その他

費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 

(注２) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

(注３) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

(注４) 各項目の費用は、ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません(マザーファンドを除く)。 
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(参考情報) 

・総経費率 
 
 

  

総経費率(①＋②＋③) 0.87％ 

①当ファンドの費用の比率 0.82％ 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00％ 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.05％ 

(注１) ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

(注２) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

(注３) 各比率は、年率換算した値です。 

(注４) 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券(マザーファンドを除く。)です。 

(注５) ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

(注６) ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なります。 

(注７) 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 

(注８） 投資先ファンドの運用管理費用以外の費用には、外国ファンドにおけるカストディーフィー等のファンド管理費用が含まれています。 
 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取

引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率

（年率）は0.87％です。 
   

運用管理費用（販売会社） 

0.03％ 

運用管理費用（受託会社） 

0.02％ 

運用管理費用（投信会社） 

0.77％ 

運用管理費用以外 

0.05％ 

運用管理費用 

0.00％ 

当ファンド 

0.82％ 

その他費用 

0.00％ 

総経費率 

0.87％ 
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●親投資信託受益証券の設定、解約状況  (2021年12月７日から2022年12月６日まで) 

 
設定 解約 

口数 金額 口数 金額 

 千口 千円 千口 千円 

キャピタル世界株式マザーファンド 7,153,352 19,010,000 756,860 2,000,000 

(注) 単位未満は切捨てています。 

 

●利害関係人との取引状況等 

(１) 当期中の利害関係人との取引状況 

 (2021年12月７日から2022年12月６日まで) 

＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 

区分 

当期 

買付額等 
A 

  
売付額等 

C 

  

うち利害関係人
との取引状況B 

 B  
 A  

うち利害関係人
との取引状況D 

 D  
 C  

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 

投資信託証券 130,950 － － 3,286 － － 

平均保有割合 10.9％ 

平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子ファンドの親投資信託所有口数の割合をいいます。 

(注) 金額の単位未満は切捨てています。 

 

(２) 当期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

項目 当期 

売買委託手数料総額(A) －千円 

うち利害関係人への支払額(B) －千円 

(B)／(A) －％ 

(注１) 投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人との取引はありません。 

(注２) 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 

 

 
●組入資産の明細 

親投資信託残高 (2022年12月６日現在) 

項目 
期首(前期末) 当期末 

口数 口数 評価額 

 千口 千口 千円 

キャピタル世界株式マザーファンド 11,265,900 17,662,393 47,601,916 

(注) 単位未満は切捨てています。 
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●投資信託財産の構成 (2022年12月６日現在) 

項目 
当期末 

評価額 比率 

 千円 ％ 

キャピタル世界株式マザーファンド 47,601,916 99.1 

コール・ローン等、その他 421,156 0.9 

投資信託財産総額 48,023,072 100.0 

(注) 金額の単位未満は切捨てています。 

 

 

●資産、負債、元本及び基準価額の状況 (2022年12月６日現在) 

項目 当期末 

(A) 資産 48,023,072,750円 

コール・ローン等 411,156,298 

キャピタル世界株式マザーファンド(評価額) 47,601,916,452 

未収入金 10,000,000 

(B) 負債 372,916,598 

未払解約金 192,374,079 

未払信託報酬 179,650,279 

未払利息 1,126 

その他未払費用 891,114 

(C) 純資産総額(A－B) 47,650,156,152 

元本 27,219,080,943 

次期繰越損益金 20,431,075,209 

(D) 受益権総口数 27,219,080,943口 

１万口当たり基準価額(C／D) 17,506円 

(注１) 当ファンドの期首元本額は17,330,191,310円、期中追加設定元本額は14,016,253,909円、期中一部解約元本額は4,127,364,276円です。 

(注２) １口当たり純資産額は1.7506円です。 
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●損益の状況 (自 2021年12月７日 至 2022年12月６日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 △ 250,052円 

支払利息 △ 250,052 

(B) 有価証券売買損益 △ 204,371,562 

売買益 244,810,207 

売買損 △ 449,181,769 

(C) 信託報酬等 △ 331,055,281 

(D) 当期損益金(A＋B＋C) △ 535,676,895 

(E) 前期繰越損益金 3,590,324,460 

(F) 追加信託差損益金 17,376,427,644 

(配当等相当額) (  9,122,076,431) 

(売買損益相当額) (  8,254,351,213) 

(G) 計(D＋E＋F) 20,431,075,209 

(H) 収益分配金 0 

次期繰越損益金(G＋H) 20,431,075,209 

追加信託差損益金 17,376,427,644 

(配当等相当額) (  9,122,074,452) 

(売買損益相当額) (  8,254,353,192) 

分配準備積立金 3,590,519,816 

繰越損益金 △ 535,872,251 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

(注３) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注４) 計算期間末における費用控除後の配当等収益(０円)、費用控除後の有価証券等売買損益額(０円)、信託約款に規定する収益調整金(16,840,555,393円)お

よび分配準備積立金(3,590,519,816円)より分配対象収益は20,431,075,209円(10,000口当たり7,506円)ですが、当期に分配した金額はありません。 

 

 

●分配金のお知らせ 

決算期 年月日 １万口当たりの分配金(税引前) 

第１期 2018年12月６日 ０円 

第２期 2019年12月６日 ０円 

第３期 2020年12月７日 ０円 

第４期 2021年12月６日 ０円 

第５期 2022年12月６日 ０円 

 

 

●お知らせ 

該当事項はありません。 
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キャピタル世界株式マザーファンド 

 

キャピタル世界株式マザーファンド 

 

第15期 

決算日 2022年８月22日 

(計算期間：2021年８月21日から2022年８月22日まで) 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

運用方針 

主として世界各国の株式等へ投資する投資信託証券とわが国の公社債および短

期金融商品に投資をする投資信託証券に投資を行ない、信託財産の中長期的な

成長を目標に運用を行なうことを基本とします。 

主要投資対象 

以下の投資信託証券に投資を行ない、実質的に世界各国の株式等に投資をします。 

・ ルクセンブルク籍円建外国投資信託証券｢キャピタル・グループ・ニューパースペ

クティブ・ファンド(LUX)(クラスC)｣ 

・ 追加型証券投資信託｢日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)｣ 

主な投資制限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。株式への直接投資は行ない

ません。外貨建資産への投資割合には制限を設けません。デリバティブ取引は原

則行ないません。外貨建有価証券への投資については、わが国の国際収支上の理

由等により特に必要と認められる場合には、制約されることがあります。 
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●最近５期の運用実績 

決算期 

基準価額 
投資信託証券 

組入比率 
純資産 
総額  

期中 
騰落率 

 円 ％ ％ 百万円 

11期(2018年８月20日) 15,197 17.0 99.7 108,929 

12期(2019年８月20日) 15,307 0.7 100.0 109,510 

13期(2020年８月20日) 19,278 25.9 100.0 173,178 

14期(2021年８月20日) 26,348 36.7 99.9 350,703 

15期(2022年８月22日) 27,720 5.2 99.9 410,277 

(注１) 騰落率は期首比です。 

(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

(注３) 金額の単位未満は切捨てています。 

(注４) マザーファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考

指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 

 

●当期中の基準価額等の推移 

年月日 
基準価額 投資信託証券 

組入比率  騰落率 

(期首) 円 ％ ％ 

2021年 ８ 月20日 26,348 － 99.9 

 ８ 月末 27,395 4.0 99.9 

 ９ 月末 26,857 1.9 99.9 

10月末 28,990 10.0 99.9 

11月末 28,701 8.9 99.8 

12月末 29,369 11.5 99.9 

2022年 １ 月末 26,210 △ 0.5 99.9 

 ２ 月末 25,769 △ 2.2 99.9 

 ３ 月末 28,390 7.8 99.9 

 ４ 月末 26,427 0.3 99.9 

 ５ 月末 25,976 △ 1.4 99.9 

 ６ 月末 25,637 △ 2.7 99.9 

 ７ 月末 26,624 1.0 99.9 

(期末)    

2022年 ８ 月22日 27,720 5.2 99.9 

(注１) 騰落率は期首比です。 

(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

(注３) マザーファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考

指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。   
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●ファンドの運用経過 (2021年８月21日～2022年８月22日) 

◎当期中の基準価額の変動に関する主な要因について 

・ 基準価額は、期初の26,348円から期末には27,720円と、1,372円(5.2％)上昇しました。 
 

 
 
※マザーファンドは、ベンチマークを設定しておりません。 

 

期初 期中高値 期中安値 期末 

2021年８月20日 2021年11月17日 2022年３月９日 2022年８月22日 

26,348円 29,758円 23,835円 27,720円 

 

・ 基準価額の変動に関する主な要因は、キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド

(LUX)(クラスC)の主な投資対象である世界各国の株式等の価格変動等の影響となります。なお、当

期中における世界各国の株式等の価格は、次の投資環境の影響等を受けて変動しました。 
 

当期における投資環境 

■世界株式 

当期の世界株式市場は、現地通貨ベースが下落した一方、円ベースは上昇しました。   

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000
(円) 基準価額の推移

基準価額

(期末) (期初) 22/2月末 21/11月末 22/5月末 
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主な市場変動要因 

(プラス要因) 

・ 主要企業の堅調な業績 

・ 米長期金利上昇の落ち着きを受けた利上げ加速への警戒感の後退 

・ 資源価格の上昇一服 

 

(マイナス要因) 

・ ウクライナ紛争を背景としたコモディティ価格の急騰やインフレ懸念 

・ 米国の積極的な金融引き締めへの警戒感を反映した米長期金利の上昇 

・ 中国の都市封鎖の影響による世界的な景気減速懸念 

 

■為替 

当期の為替市場では、対円で米ドル、ユーロのいずれも上昇(円安)しました。 

 

主な市場変動要因 

(円高要因) 

・ 急速な金融引き締めによる米国の景気後退への懸念 

・ ゼロコロナ政策に伴う中国経済減速をめぐる警戒感 

 

(円安要因) 

・ 米長期金利の上昇 

・ 日銀による金融緩和の継続観測 

 

 

◎当期中の基準価額とベンチマークの推移とを比較したときの、差異の状況および要因について 

主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在し

ないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示で

きません。 

 

 

◎運用経過 

＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 

・ キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)を高位に組み入れ、実質的に

世界各国の株式等へ投資を行ない、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。 

・ 運用の基本方針に従い、期中を通じてキャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド

(LUX)(クラスC)を高位に組み入れました。 
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・ 当期末におけるマザーファンドの純資産総額に対するキャピタル・グループ・ニューパースペクティ

ブ・ファンド(LUX)(クラスC)の割合は99.9％、日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)の割合は

0.0％となりました。 

 

以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説明です。 

＜キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)＞ 

・ 世界各国の株式等に投資を行ない、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。運

用にあたっては、徹底したファンダメンタルズ(経済や企業の基礎的条件)調査に基づき、強固な財務

基盤やキャッシュフロー創出力を有すると見られる企業、革新的な技術を有し高い収益成長が期待

される企業、新興国における優位な事業基盤を有する企業などに投資を行ないました。 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)の資産状況につきましては、巻

末の参考情報をご覧ください。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

・ 日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品を組み入れ、信託財産の安定的

な成長を目指して運用を行ないました。 

 

 
●今後の運用方針 

＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)の組入比率を高位に維持する

ことにより、同ファンドを通じて実質的に世界各国の株式等へ投資することを継続するとともに、余裕資

金の効率的な運用のため、日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)についても組み入れを維持す

る方針です。 

 

以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説明です。 

＜キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)＞ 

今後も、徹底した個別企業調査が長期にわたる優れた運用実績につながるとの考えで運用をしてい

く方針です。市場参加者の誰よりも投資対象となる企業を理解することで、過小評価されている銘柄を

ポートフォリオに組み込むことができ、結果として市場を上回る投資成果をあげることができるとの考え

のもと、引き続き運用実績の向上を目指します。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

日本短期債券マザーファンドの組入比率を高位に維持することにより、同マザーファンドを通じてわ

が国の公社債・金融商品に投資し、信託財産の安定的な成長を目指して安定運用を行ないます。また、

NOMURA－BPI短期インデックスをベンチマークとし、これを上回る投資成果を目指します。 
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●１万口(元本10,000円)当たりの費用の明細 

該当事項はありません。 
 
 
●期中の売買及び取引状況 (2021年８月21日から2022年８月22日まで) 

 
買付 売付 

単位数又は口数 金額 単位数又は口数 金額 

  口 千円 口 千円 

国内 日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) － － 17,195,350 18,113 

外国 
キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ 
ファンド(LUX)(クラスC) 

61,764,927.557 168,369,100 46,940,109.479 134,133,751 

(注１) 金額は受渡代金です。 

(注２) 単位未満は切捨てています。 

 
 
●組入資産の明細 (2022年８月22日現在) 

ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 

 銘柄名 

期首(前期末) 当期末(2022年８月22日) 

口数 口数 評価額 組入比率 

口 口 千円 ％ 

国内投資信託受益証券 
日本短期債券ファンド 
(適格機関投資家限定) 

56,457,427 39,262,077 41,307 0.0 

外国投資証券 
キャピタル・グループ・ニューパース 
ペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC) 

132,666,212.399 147,491,030.477 409,877,573 99.9 

 
合計 189,123,639.399 186,753,107.477 409,918,881  

 銘柄数＜比率＞ 2 2 ＜99.9％＞ 

(注１) 比率は、純資産総額に対する投資信託証券の比率です。 

(注２) 金額の単位未満は切捨てています。 
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●投資信託財産の構成 (2022年８月22日現在) 

項目 
当期末 

評価額 比率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 41,307 0.0 

投資証券 409,877,573 99.4 

コール・ローン等、その他 2,288,518 0.6 

投資信託財産総額 412,207,398 100.0 

(注) 金額の単位未満は切捨てています。 

 

 

●資産、負債、元本及び基準価額の状況 (2022年８月22日現在) 

項目 当期末 

(A) 資産 412,207,398,192円 

コール・ローン等 2,288,516,866 

投資信託受益証券(評価額) 41,307,631 

投資証券(評価額) 409,877,573,695 

(B) 負債 1,930,006,269 

未払金 1,930,000,000 

未払利息 6,269 

(C) 純資産総額(A－B) 410,277,391,923 

元本 148,007,250,071 

次期繰越損益金 262,270,141,852 

(D) 受益権総口数 148,007,250,071口 

１万口当たり基準価額(C／D) 27,720円 

(注１) 当マザーファンドの期首元本額は133,102,516,898円、期中追加設定元本額は63,333,511,121円、期中一部解約元本額は48,428,777,948円です。当マザーファ

ンドの期末元本額は、148,007,250,071円です。 

(注２) 当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、キャピタル世界株式ファンド114,718,780,812円、キャピタル世界株式ファンドＮＦ

16,022,888,592円、キャピタル世界株式ファンド(ＤＣ年金つみたて専用)11,188,459,907円、キャピタル世界株式ファンドＦ5,888,082,415円、キャピタル世界株

式ファンドＶＡ(適格機関投資家用)189,038,345円です。 

(注３) １口当たり純資産額は2.7720円です。 

  



全体版 
 

Filename： 02_w16_世界株式マザー_2208（2212） 

LastSave:12/26/2022 10:21:00 AM LastPrint：12/26/2022 10:23:00 AM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ ：上下48.52 左右13.99) 

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

 

－ 18 － 

●損益の状況 (自2021年８月21日 至2022年８月22日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 △ 1,785,953円 

その他収益金 933,720 

支払利息 △ 2,719,673 

(B) 有価証券売買損益 25,270,673,275 

売買益 25,332,658,512 

売買損 △ 61,985,237 

(C) 当期損益金(A＋B) 25,268,887,322 

(D) 前期繰越損益金 217,601,372,880 

(E) 追加信託差損益金 108,843,788,879 

(F) 解約差損益金 △ 89,443,907,229 

(G) 計(C＋D＋E＋F) 262,270,141,852 

次期繰越損益金(G) 262,270,141,852 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注３) (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

 
 
●お知らせ 

該当事項はありません。 
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＜補足情報＞ 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC) 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

形態 外国投資信託証券／ルクセンブルク籍／会社型 

投資対象 主として世界各国の株式に投資を行ないます。 

投資態度 

主として世界各国の証券取引所(これに準ずるものを含みます)に上場され、または

その他の規制ある市場で取引されている株式に投資を行ない、信託財産の長期的

成長を目標とします。また、市場動向によっては、非上場株式および債券などに投

資を行なう場合があります。 

原則として、対円での為替ヘッジを目的とした為替取引を行ないません。 

主な投資制限 

１． 原則として同一銘柄の株式への投資は取得時において信託財産の純資産総額

の10％以下とします。 

２． 原則として同一銘柄の転換社債への投資は取得時において信託財産の純資産

総額の10％以下とします。 

３． 原則として同一銘柄の新株予約権証券への投資は取得時において信託財産の

純資産総額の10％以下とします。 

４． 純資産総額の10％を超えての借入れは行ないません。 

決算日 毎年12月31日 

投資顧問会社 キャピタル・リサーチ・アンド・マネジメント・カンパニー 
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キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド（ＬＵＸ） 

損益および純資産変動計算書 

 2021年12月31日現在 

 （ＵＳＤ）

 

収益   

債券および転換社債に係る利息 (源泉徴収税額控除後) 88,724 

受取配当金 (源泉徴収税額控除後) 154,839,867 

その他収益 160,780 

銀行預金利息 － 

スワップ取引 － 

収益小計 155,089,371 

費用  

運用報酬  95,699,939 

管理手数料 1,203,492 

年次税 4,883,545 

専門家サービス 1,796,373 

デポジタリー・カストディ費用およびファンド管理手数料 1,349,274 

当座貸越利息 * 2,159,791 

その他費用 733,060 

印刷費用 716,305 

スワップ取引 － 

費用小計 108,541,779 

費用の払戻し 632,698 

投資純利益／(損失) (a) 47,180,290 

実現純利益／(損失)  

投資有価証券の売却取引 1,012,327,154 

金融先物取引 － 

為替取引 －136,424,971 

スワップ取引 － 

当期実現純利益／(損失) (b) 875,902,183 

未実現評価利益／(損失)の増減  

投資有価証券 1,310,840,686 

金融先物取引 － 

スワップ取引 － 

為替取引 9,662,883 

当期未実現評価利益／(損失)の増減 (c) 1,320,503,569 

当期損益 (a+b+c) 2,243,586,042 

配当金の分配 －18,551,124 

当期投資証券の差引増減額 4,068,995,707 

期首純資産総額 11,569,243,881 

期末純資産総額 17,863,274,506 

*主に中央銀行が実施するマイナス金利政策によるものです。 
  



全体版 
 

Filename： 02_w16_世界株式マザー_2208（2212） 

LastSave:12/26/2022 10:21:00 AM LastPrint：12/26/2022 10:23:00 AM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ ：上下48.52 左右13.99) 

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

 

－ 21 － 

投資明細表 
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＜補足情報＞ 

日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

形態 追加型株式投資信託 

信託期間 無期限 

運用方針 

NOMURA-BPI短期インデックスをベンチマークとし、これを上回る投資成果を目指し

ます。主としてマザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信託

財産の安定的な成長を目指して安定運用を行ないます。マザーファンド受益証券の

組入比率は高位を維持することを基本とします。 

主要運用対象 
ベビーファンド 

日本短期債券マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。こ

のほか、当ファンドで直接投資することがあります。 

マザーファンド わが国の公社債・金融商品を主要投資対象とします。 

組入制限 
ベビーファンド 外貨建資産への投資は行ないません。 

マザーファンド 外貨建資産への投資は行ないません。 

分配方針 

経費等控除後の利子等収益および売買益(評価益を含みます。)等の全額を分配対

象額とし、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して、委託会社が決定し

ます。ただし、分配対象収益が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。 

決算日 
原則として毎年７月22日。ただし、該当日が休業日のときは該当日以降の最初の営

業日を決算日とします。なお、第１計算期間の終了日は平成20年７月22日とします。 

委託会社 三菱UFJ国際投信株式会社 
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損益の状況 

 (2021年７月27日～2022年７月22日) 

項目 当期 

(A) 有価証券売買損益 15,619円 

売買益 22,537 

売買損 △ 6,918 

(B) 信託報酬等 △ 176,277 

(C) 当期損益金(A＋B) △ 160,658 

(D) 前期繰越損益金 1,620,513 

(E) 追加信託差損益金 4,421,650 

(配当等相当額) (  6,653,120) 

(売買損益相当額) (△2,231,470) 

(F) 計(C＋D＋E) 5,881,505 

(G) 収益分配金 0 

次期繰越損益金(F＋G) 5,881,505 

追加信託差損益金 4,421,650 

(配当等相当額) (  6,653,122) 

(売買損益相当額) (△2,231,472) 

分配準備積立金 5,270,129 

繰越損益金 △3,810,274 

(注１) (A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

(注３) (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

●組入資産の明細 

親投資信託残高 

銘柄 
期首(前期末) 当期末 

口数 口数 評価額 

 千口 千口 千円 

日本短期債券マザーファンド 120,848 104,630 117,688 

(注) 日本短期債券マザーファンド全体の受益権口数は(期末：1,423,884,307口)です。 
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＜補足情報＞ 

日本短期債券マザーファンド 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

運用方針 

わが国の公社債・金融商品を主要投資対象とし、ポートフォリオのデュレーション

調整と銘柄選択による収益獲得を目指して運用を行ないます。ポートフォリオの

デュレーションはベンチマークの平均を中心に調整します。デュレーション調整は

主としてファンダメンタルズ分析に基づく中期的な金利見通しに沿って行ないま

す。銘柄選択は信用リスクと金利スプレッドを定量的・定性的に分析して行ないま

す。NOMURA－BPI短期インデックスをベンチマークとし、同指数を上回る投資成

果を目指して運用を行ないます。 

主要運用対象 わが国の公社債・金融商品を主要投資対象とします。 

組入制限 外貨建資産への投資は行ないません。 

決算日 
原則として毎年７月22日。ただし、該当日が休業日のときは該当日以降の最初の営

業日を決算日とします。 

委託会社 三菱UFJ国際投信株式会社 

 

損益の状況 

 (2021年７月27日～2022年７月22日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 5,004,767円 

受取利息 5,021,564 

支払利息 △ 16,797 

(B) 有価証券売買損益 △ 4,972,800 

売買益 533,000 

売買損 △ 5,505,800 

(C) 当期損益金(A＋B) 31,967 

(D) 前期繰越損益金 188,921,952 

(E) 追加信託差損益金 22,367,631 

(F) 解約差損益金 △ 33,678,948 

(G) 計(C＋D＋E＋F) 177,642,602 

次期繰越損益金(G) 177,642,602 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注３) (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。   
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●組入資産の明細 (2022年７月22日現在) 

国内公社債 

(A) 国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区分 

当期末 

額面金額 評価額 組入比率 
うちBB格以下 

組入比率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

普通社債券 
1,500,000 1,503,914 93.9 － 6.2 50.3 37.5 

(1,500,000) (1,503,914) (93.9) (－) (6.2) (50.3) (37.5) 

合計 
1,500,000 1,503,914 93.9 － 6.2 50.3 37.5 

(1,500,000) (1,503,914) (93.9) (－) (6.2) (50.3) (37.5) 

(注１) (  )内は非上場債で内書き。 
(注２) 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
(注３) 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(B) 国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 

銘柄 
当期末 

利率 額面金額 評価額 償還年月日 

  ％ 千円 千円  

普通社債券 第１回関西電力利払繰延・期限前償還条項・劣後特約付 0.896 100,000 99,262 2082/３/20 

 第14回セブン&アイ・ホールディングス 0.19 100,000 99,877 2025/12/19 

 第15回Zホールディングス 0.35 100,000 100,071 2023/６/９ 

 第15回楽天グループ 0.5 100,000 99,606 2024/12/２ 

 第67回神戸製鋼所 0.2 100,000 99,835 2026/６/10 

 第46回IHI 0.22 100,000 100,014 2023/９/１ 

 第１回明治安田生命2019基金 0.29 100,000 99,975 2024/８/２ 

 第37回丸井グループ 0.12 100,000 99,875 2023/12/１ 

 第29回SBIホールディングス 1.0 100,000 100,149 2025/７/22 

 第75回アコム 0.309 100,000 100,068 2023/２/28 

 第32回三菱UFJリース 0.695 100,000 101,045 2024/10/25 

 第27回野村ホールディングス 2.107 100,000 105,523 2025/９/24 

 第５回ソフトバンク 0.1 100,000 99,879 2023/７/28 

 第35回フランス相互信用連合銀行 0.279 100,000 98,820 2026/10/21 

 第６回マラヤン・バンキング 0.224 100,000 99,915 2023/２/13 

合計  1,500,000 1,503,914     
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●参考情報 (2022年11月30日現在) 

以下は、ファンドが実質的に投資する外国投資信託証券(キャピタル・グループ・ニューパースペクティ

ブ・ファンド(LUX)(クラスC))の内容です。 
 

【資産状況】 

 

国別構成比率 

国名 比率 

米国 51.6％ 

フランス 8.0％ 

英国 4.4％ 

デンマーク 3.3％ 

日本 3.2％ 

オランダ 3.1％ 

カナダ 3.0％ 

スイス 2.5％ 

台湾 2.3％ 

香港 1.8％ 

その他18ヵ国計 10.0％ 

現金・その他 6.7％ 

業種別構成比率 

業種名 比率 

情報技術 17.9％ 

ヘルスケア 17.0％ 

一般消費財・サービス 13.8％ 

金融 10.5％ 

資本財・サービス 10.4％ 

生活必需品 6.9％ 

素材 5.7％ 

コミュニケーション・サービス 4.7％ 

エネルギー 4.6％ 

公益事業 1.2％ 

不動産 0.6％ 

現金・その他 6.7％ 

通貨別構成比率 

通貨名 比率 

米ドル 56.5％ 

ユーロ 12.9％ 

英ポンド 4.3％ 

デンマーク・クローネ 3.2％ 

日本円 3.2％ 

スイス・フラン 2.5％ 

台湾ドル 2.3％ 

香港ドル 2.1％ 

カナダ・ドル 2.1％ 

インド・ルピー 1.1％ 

その他通貨 3.1％ 

現金・その他 6.7％ 
  

 

組入上位10銘柄 

 銘柄名 国名 業種名 比率 

１ テスラ 米国 一般消費財・サービス 4.1％ 

２ マイクロソフト 米国 情報技術 3.8％ 

３ 台湾セミコンダクター・マニュファクチャリング 台湾 情報技術 2.2％ 

４ ASMLホールディング オランダ 情報技術 2.0％ 

５ ノボ ノルディスク デンマーク ヘルスケア 1.9％ 

６ イーライリリー 米国 ヘルスケア 1.5％ 

７ アストラゼネカ 英国 ヘルスケア 1.5％ 

８ ネスレ スイス 生活必需品 1.4％ 

９ アルファベット 米国 コミュニケーション・サービス 1.3％ 

10 AIAグループ 香港 金融 1.2％ 

(注) 国についてはMSCI分類、業種はGICS(世界産業分類基準)に基づいていますが、当社の判断に基づき分類したものが含まれる場合があります。 

 



capitalgroup.co.jp


